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心
配
さ
れ
た
台
風
の
影
響
は
ほ
と
ん
ど
感
じ
ら
れ
ず
、
絶
好
の
日

和
の
も
と
、
第
６９
回
鶴
ヶ
島
市
民
体
育
祭
が
、
鶴
ヶ
島
第
一
小
学
校
、

藤
小
学
校
、
西
中
学
校
で
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
、
各

会
場
と
も
朝
早
く
か
ら
多
く
の
方
が
来
場
さ
れ
、
３
会
場
あ
わ
せ
て

一
万
一
千
人
以
上
の
市
民
の
皆
さ
ん
の
参
加
が
あ
り
、
無
事
に
終
了

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

市
民
体
育
祭
は
、
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
む
こ
と
も
目
的
の
一
つ
で
す

が
、
日
頃
、
あ
ま
り
お
付
き
合
い
で
き
な
い
地
域
の
方
と
運
動
を
す

る
こ
と
を
通
し
て
、
ふ
れ
あ
い
や
結
び
つ
き
を
深
め
る
こ
と
も
目
的

の
一
つ
で
す
。
皆
さ
ん
の
楽
し
そ
う
な
姿
や
、
地
域
の
た
め
に
頑
張

る
姿
、
結
果
に
一
喜
一
憂
す
る
姿
を
見
て
、
そ
の
目
的
を
十
分
達
成

さ
れ
た
体
育
祭
が
で
き
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
市
民
体
育
祭
開
催
に
あ
た
り
、
ご
多
用
の
と
こ
ろ
鶴
ヶ
島

市
長　

齊
藤
芳
久
様
を
は
じ
め
、
多
く
の
ご
来
賓
の
方
々
に
ご
出
席

い
た
だ
き
、
花
を
添
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

　

こ
の
市
民
体
育
祭
は
、
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
の
協
力
の
も
と
に
、

各
自
治
会
か
ら
選
出
さ
れ
た
実
行
委
員
、
運
営
役
員
を
中
心
に
大
会

が
運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。
経
験
の
な
い
方
も
多
い
中
で
、
そ
れ
ぞ
れ

補
い
合
い
な
が
ら
役
割
を
果
た
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
ま
た
、
城
西
大
学
、
東
洋
大
学
、
武
蔵
丘
短
期

大
学
、
鶴
ヶ
島
清
風
高
校
、
鶴
ヶ
島
中
学
校
、
藤
中
学
校
、
西
中
学

校
の
学
生
、
生
徒
の
皆
さ
ん
に
も
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
催
し
物
等
に

ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

来
年
の
市
民
体
育
祭
は
第
７０
回
の
節
目
の
大
会
と
な
り
ま
す
。
今

年
度
の
反
省
を
踏
ま
え
、
さ
ら
に
皆
さ
ん
に
喜
ん
で
い
た
だ
け
る
大

会
に
な
る
よ
う
努
力
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

来
年
も
多
く
の
皆
さ
ん
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

特
定
非
営
利
活
動
法
人
鶴
ヶ
島
市
体
育
協
会�

会
長
　
芳
野
一
茂

第６９回鶴ヶ島市民体育祭
平成３０年１０月７日（日）

開催！！

みんなが主役の体育祭！

絆を深め、心を一つに！
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※　体育協会のHPにも写真を掲載しておりますので、ぜひそちらもご覧ください。
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　体育協会では、運営役員の経験を活かし継続的に協力していただける方を募集しています。
　次回は、第７０回の節目の体育祭となります。参加した皆さんに笑顔があり、頑張りがあり、地域
のつながりが広がる体育祭にできればと思います。ぜひ、経験した皆さんの力をお貸しください。
　ご協力いただける方は、事務局までご連絡ください。

市民体育祭役員ボランティアの募集！

風船割　なかなか割れないわ～ああああ！！

一番にテープ切って走り抜け　最高の笑顔です♥

タイミングが難しい大繩跳び

みんなで息を合わせて イチ、ニイ、サン．

たくさん入るかな？

☆ガブっとひと口　パン食い競走☆

綱 引 き

もっと踏ん張って　オーエス！？

お父さん、お母さんも

一緒にがんばって！！

流れる雲に届け

選手宣誓！

絶好の体育祭日和

さぁ張り切って開会式！

二人三脚！！

二人の相性はバッチリよ！

玉

入

れ

箱運びは私に任せて！！
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　今回は、体育協会最大の行事「市民体育祭特集」です。皆さんの活躍の姿をほんの一部ですが、
お伝えできたと思います。また体協加盟団体の紹介も始めました。これからも体育協会の活動につ
いてお知らせしていきたいと思います。

編 集 後 記

　キャン、パーン！！　弓から放たれた矢が弦音を残して吸い込まれるように飛んで行き的を射抜く。和気あ
いあいとした中にも緊張感が漂い、射手の目は真剣だ。今日は月一回の月例会。会員同士が的中数を競う日だ。
　私たち鶴ヶ島市弓道連盟の創立は４０数年前、鶴ヶ島第一小学校近くの弓道場に始まり、長久保小学校近く
の弓道場、そして現在は藤中学校の校庭の奥の小さなプレハブ小屋。横には小川が流れ、春は桜、秋には紅
葉、お天気の良い日には遠くに富士山を望むことができる自然豊かな環境だ。矢道にはキジやコジュケイが
姿を見せることも。時には、ワオー！！タヌキも。
　現在の会員は下は２０代から上は８０才を超える老若男女４０有余名で、それぞれ技の向上を目指して日々稽古
に励んでいる。お蔭さまで競技会では上位入賞者を多数輩出。審査会においても昇段者、昇格者が続々だ。
立派とは言えない道場でもこのような好成績について、「ぼろは着てても心は錦」とは創設者の一人で今年
亡くなられた教士七段の玉之内淳先生のお言葉だ。
　毎年初夏には初心者のための弓道教室、秋には当連盟の会員だけではなく以前やっていた経験者のための
講習会を開き、弓道を知ってもらい、会員数を増やすための活動を行っている。また近隣の連盟を集めての
競技会を開催し、競うだけではなく他連盟との親睦を図る活動も行っている。

　弓道は、一人ひとりの体力に合わせて弓の強さを選ぶことができ、
老若男女同じ土俵で競うことが出来る数少ない武道であり、生涯を
通して親しむことができるスポーツでもある。思いもそれぞれ。健
康のために通う者、的中を楽しむ者、競技会、審査会で上を目指す
者。それぞれの思いをお互いに認めつつ、たくさんの人たちに弓に
親しんでもらえるようこれからも努力工夫をし、連盟の着実な運営
をめざして行きたい。

鶴ヶ島市弓道連盟
担当　和田・山下・田中

　鶴ヶ島市ソフトボール協会は、昭和５２年１０月に設立し本年４２周
年を迎えております。ソフトボールは日常気軽にできるレクリエ
ーションとして小学生から高齢者まで男女を問わず幅広い世代に
わたってそれぞれの体力に合わせて楽しめる、生涯スポーツとし
て定着しソフトボール競技を通じ会員の健康増進・体力の維持・
会員相互のコミュニティー作りを目標として活動しております。
　協会の主な事業としては、審判員の養成、技術講習会等の各種

教室を開催、現在、３４チームを有し、市民に夢と希望と感動を与えた埼玉国体
（成年男子）を開催した運動公園ソフトボール球場を会場として、春季リーグ戦、
秋季リーグ戦、コバトン女子大会・会長杯・県民総合体育大会（ソフトボール
の部）の他、県・関東大会主管開催などの事業を行っております。今後共、多く
の人々が、ソフトボールに親しんでいただき、お互いの親睦、健康の増進、ソフト
ボール競技の振興と発展に貢献できるよう運営して参りたいと思っております。

写真は１０月に開かれた近隣市町親善射
会における“矢渡し”という射礼の場面。
射手は当連盟会長錬士六段境竹生。

※体協だより第２号訂正とお詫び　「第８回陸上競技記録会」８００ｍ中学生女子　大鐘心美様　鶴ヶ島中学校とある
のは、大山まなみ様　西中学校の間違いでした。訂正させていただき、心より深くお詫び申し上げます。

鶴ヶ島市体育協会加盟団体を紹介します。鶴ヶ島市体育協会加盟団体を紹介します。

鶴ヶ島市弓道連盟

鶴ヶ島市ソフトボール協会


